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1. はじめに 
平成23・24年度からの新課程により，社会で活用す

るためのデータの分析，統計教育の充実が初等・中等

教育で行われる．ここでは単に統計量など数値を求め

るだけではなく，統計グラフ等による分布の把握や複

数の統計量・グラフ間の関係理解，特に国際的に主流

になっている統計的推論力や統計的思考力の育成が求

められている． 
一方でこのような体系的な統計教育を受けていない

大学生・社会人教育においては，従来の理論的な視点

を重視する数理統計が多く，上述した統計的思考力な

どの育成においては時間的制約もあり，十分な対策が

行われていないことが現状といえる． 
そこで本研究では，竹内他（2011）で提案した使用

環境を問わない簡易統計分析ツールを組み入れた統計

的思考力育成を目指す授業補助教材を提案する．具体

的にはLMS（Learning Management System）を利用した

総合的な学習活用を提案する． 
 
2. 携帯端末を用いた簡易統計計算システムと 

LMS の活用 
新課程の実施に伴い，大学の基礎教育においても今

後，これらへの対応が期待される．本節では，上村他

（2011）で開発した携帯端末を利用した簡易統計計算

システム（Mobile Chart Editor with Google Chart Tools，以
下 MCE）を紹介し，加えてMCEと学習管理システム

（LMS，Learning Management System）を利用した学習

事例を述べる． 
 

2.1 簡易統計計算システムーMCE 
上村他（2011）において，携帯端末を利用した簡易

統計計算システムMCEを開発した．MCE は携帯電話

やスマートフォン，タブレット PC などの携帯端末に

おいても一般の PC と同様に統計グラフと統計量を，

平易な操作で出力するシステムである． 
MCE では Google が提供している Google Chart を

利用している（Google，2010）．MCEでの表示可能な統

計グラフは表 1 の通りである．なお，MCE の使用環

境など詳細については，竹内他（2011）を参照された

い． 
 

 

表 1 MCE で利用可能な統計グラフ 

統計グラフ 用途 

棒グラフ 項目間の比較，など 

折れ線グラフ 時系列データの表示・比較，など 

円グラフ 構成比の表示 

帯グラフ 複数のデータの構成比の表示 

ヒストグラム 連続データの分布を表現 

箱ひげ図 複数の連続データの分布を表現 

散布図 2 つの組のデータの同時分布を表現 

 

MCE の操作方法は，MCE のウェブサイト（MCE 
開発チーム）にアクセスし，以下の操作を行う． 

Step 1: 統計グラフの種類を選び，変数の数等を選ぶ．

このとき，利用できる変数の数は各統計グラフで決ま

っており，その制限以上の変数の数になっているとき

は，自動で制限以下の変数の数とする（図1）． 
 

 
図1 MCE のStep1 の画面 

 
Step2: 各種ラベルやデータの値を入力する． 
このとき，データの形式はカンマ区切りまたはスペ

ース区切りが選べ，表示範囲等の指定も可能である．

またグラフによってはオプションも選ぶことができ，

例えば箱ひげ図の場合，外れ値の検出や元のデータを

表示することが可能である．なお，現在はタイトルや

軸の表記にはアルファベットのみが使え，日本語での

表記の場合，文字が正しく表示されないため注意され

たい． 
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図 2 MCE のStep2 の画面 

 

 これらの操作で図 3（統計グラフ），図 4（統計量）

のような出力結果が得られる．このように MCE では，

データを入力し，設定等を行うことで，統計グラフと

統計量の両方を同時に表示することができ，機器の操

作のわずらわしさから解放されることが期待できる．

なお，これらの操作は先に述べたように，一般の PC，
携帯電話，スマートフォン，タブレット PC で同じで

あり，どの端末を用いても同様の操作で出力が得られ

るため，教室の内外で授業や自習に利用可能である． 

 

 
図 3 MCE の統計グラフの出力結果（Step3） 

 

 
図4  MCE の統計量の出力結果（Step3） 

 

2.2 MCE と LMS の連携教材の事例 
本学会等でも紹介されているが，LMS は多くの大学

で導入されている講義支援システムであり，講義資料

の配布，小テスト，アンケート，掲示板などの機能が

含まれている． LMS を利用することで受講生の閲覧

履歴や成績処理等ができるため，これらとMCEを連携

した講義を平成 24 年度から実施を計画し始めた．そ

の利用法は以下の通りである． 
 
ケース 1：講義後の講義内容の実践演習としての MCE
とLMS の利用 
講義後に問題やデータおよび MCE の操作方法も合

わせて LMS で説明し，その結果を LMS のレポート

やアンケート機能を用いて提出する．閲覧履歴や集計

機能を使うことで，受講生の習得度を測ることを期待

できる． 
 

ケース 2：講義内での実験データ等の分析としての 
MCEとLMS の利用 
講義内で実験を行い，それらを MCE を用いて分析

し，その結果を LMS にて提出する．この場合，スマ

ートフォンなど受講生が持っている携帯端末で分析を

行うことができるため，PC教室で授業をする必要がな

く，PC を準備する必要がなくなる．またLMS の掲示

板機能等を利用することで 実験における問題対策や

成功例など紹介し，議論も期待できる． 
 
3. 今後の課題 
データの分析では理論を覚えることも重要ではある

が，理論等を習得できれば，実践的にそれらの統計手

法を使えることが望ましく，そのためにも講義の内外

での実践が必要である．このことからLMSを利用する

ことによる閲覧履歴の利用や自動集計・自動評価機能

を活用することにより，受講生の取り組み状況の把握

や教員負担の軽減が期待できる．MCEは分析目的に合

わせ必要なやや複雑な統計量や統計グラフを容易に求

めることができるため，操作による戸惑いや教室環境

に影響を受けづらく，さらなる発展も期待できる．今

後はMCE の機能充実はもちろんのこと，LMS との連

携事例の紹介を目指す． 
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